
日
本
共
産
党
相
模
湖
支
部
は
昨
年
来
、
住

民
の
み
な
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
活
動
を
行
い
、

多
く
の
要
求
や
要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
中
で
特
に
土
木
関
係
の
要
求
・
要

望
に
つ
い
て
２
月
３
日
、
津
久
井
土
木
事
務

所
相
模
湖
班
に
、
実
現
に
向
け
て
の
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。

17
項
目
に
つ
い
て
要
求
・
要
望
し
、
そ
の

他
に
倒
木
、
樹
木
や
雑
草
な
ど
の
対
策
も
お

願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
抜
粋
を
紹
介
し
ま
す
。

（
全
文
に
つ
い
て
は
相
模
湖
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

な
お
、
回
答
に
つ
い
て
は
６
月
末
を
め
ど

に
文
書
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

●
寸
沢
嵐
９
６

６
の
市
道
の
改

良
を

●
相
模
湖
病
院

の
先
、
寸
沢
嵐

２
８
８
７
の
57

付
近
か
ら
２
８

８
６
の
４
ま
で

の
道
路
の
舗
装

を
。
及
び
同
付
近
の
道
路
と
川
の
間
に
柵
の

設
置
を

●
国
道
４
１
２
号
、
さ
が
み
湖M

O
R
I
M
O

R
I

横
の
横
断
歩
道
橋
の
塗
装
含
む
整
備
を

●
市
道
、
関
口
・
道
志
線
か
ら
入
る
寸
沢
嵐

２
７
８
２
付
近
の
生
活
道
路
の
舗
装
を
早
急

に
（
写
真
１
）

５
、
６
年
前
か
ら
舗
装
の
要
望
を
出
し
て

い
る
現
場
で
す
。
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

「
は
っ
き
り
と
し
た
計
画
を
文
書
で
示
し
て

欲
し
い
。
今
年
中
の
完
成
を
」
と
強
く
求
め

て
い
ま
す
。

●
寸
沢
嵐
５
７
１
、
国
道
沿
い
の
障
が
い
者

訓
練
施
設
「
フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
」
横
か
ら
下
る

道
路
の
雨
水
対
策
を

●
企
業
庁
正
門
前
か
ら
桂
北
中
方
向
に
上
る

階
段
に
手
摺
り
の
設
置
を
（
写
真
２
）

旧
津
久
井
消
防
署
本
部
跡
地
利
用

に
つ
い
て
要
望

消
防
署
跡
地
は
更
地
に
し
た
後
、
売
却
す

る
方
向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

２
月
10
日
、
市
消
防
局
に
住
民
の
方
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
る
以
下
の
要
望
を
伝
え
、
検
討

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

①
旧
消
防
署
跡
地
に
相
模
湖
防
災
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
・
倉
庫
的
な
も
の
）
建
設
を

②
国
道
４
１
２
号
に
面
し
た
部
分
に
バ
ス
が

停
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
を

③
住
民
用
ゴ
ミ
捨
て
場
の
確
保
を

④
訓
練
施
設
の
跡
地
に
沼
本
地
域
用
の
集
会

所
（
自
治
会
館
）
の
建
設
を
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昨
年
の
三
月
に
、
南
区

の
「
こ
も
れ
び
の
森
」
近

く
に
住
む
知
人
か
ら
、
林

の
中
に
咲
い
て
い
る
キ
ク

ザ
キ
イ
チ
ゲ
の
所
に
何
や
ら
重
機
が
入
っ
て
作

業
す
る
み
た
い
で
、
心
配
だ
か
ら
見
に
来
て
欲

し
い
と
誘
い
が
あ
っ
た
の
で
、
早
速
森
の
中
を

案
内
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
こ
も
れ
び
の
森
」
は
コ
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
や

ミ
ズ
キ
な
ど
の
広
葉
樹
を
中
心
に
し
た
人
の
手

で
作
ら
れ
た
よ
う
な
森
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
作
業
員
や
観
察
に
訪
れ
る
人
達
が
多
く
出
入

り
し
て
い
ま
す
。
早
速
、
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
と

知
人
が
云
う
所
へ
行
っ
て
見
る
と
、
キ
ク
ザ
キ

イ
チ
ゲ
で
は
な
く
近
似
種
の
ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ

で
し
た
。

ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
は
本
州
の
近
畿
地
方
以
西
、

四
国
、
九
州
の
山
麓
や
道
ば
た
の
冬
期
に
陽
が

当
た
る
所
に
生
育
す
る
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
の
仲
間

で
す
。
関
東
に
は
分
布
し
な
い
の
で
、
誰
か
が

植
え
た
物
と
教
え
ま
し
た
。
特
徴
は
、
葉
は
秋

に
出
て
冬
を
越
し
、
茶
色
が
か
っ
た
中
に
白
っ

ぽ
い
か
す
れ
模
様
が
あ
り
ま
す
。
早
春
に
薄
い

紫
の
か
か
っ
た
3.5
㎝
位
の
花
を
咲
か
せ
、
初
夏

に
は
姿
を
消
し
て
し
ま
う
春
植
物
で
す
。
幸
い

株
周
囲
に
誰
か
が
杭
を
打
っ
て
守
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
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植物

ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ
（
雪
割
一
華
）

（
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
科
イ
チ
リ
ン
ソ
ウ
属
）

３
月
１
日
か
ら
２
日
に
か
け
て
、
相
模

湖
地
区
の
公
民
館
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事
件
発
生
後
に

地
元
の
有
志
を
中
心
に
「
共
に
生
き
る
社

会
を
考
え
る
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
考
え
る
会
」
は
今
年
も
展
示
部
門
に
参

加
し
、
「
事
件
を
忘
れ
な
い
、
風
化
さ
せ

な
い
、
後
世
に
伝
え
る
」
こ
と
を
訴
え
ま

し
た
。

「
考
え
る
会
」
は
毎
月
、
命
日
の
26
日

に
は
犠
牲
者
を
供
養
す
る
活
動
も
続
け
て

い
ま
す
。

令和６年度
相模湖地区公民館まつり

共に生きる社会を考える会

やまゆり園事件を忘れない、風化させないでと訴える


